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福岡和白病院健康教室のご案内

西鉄和白駅

　　↑
志賀島

西鉄三苫駅

ファミリーマート わじろの郷
和白ヶ丘レディースクリニック

平田ナーセリー トヨタ

古賀→大森

タマヤ
ジャンボ

和白 下和白 新宿プラザ 下府

495号線（旧3号線）

3号線バイパス

三苫　塩浜線

JR鹿児島本線 JR筑前新宮

←香椎

福岡和白病院

福岡和白病院の基本理念と基本方針

　福岡和白病院では、地域の皆様に病気につ

いての理解を深めて頂く為に「健康教室」を

開催しております。

　当院の医師をはじめスタッフが、皆様の地

域（公民館など）にお伺い致します。

　どなたでも参加できます。

　例え少人数のグループでもお伺い致します。

　あなたの地域でも、この健康教室はいかが

でしょうか？

　興味のある方は、是非ご連絡下さい。

「健康
教室」のご案内

お問合せ先
福岡和白病院 地域医療室 （担当：竹元・松下）

 ☎０９２－６０８－０００１

11月の開催予定
11月 ８日（水）  村田先生　消化器癌について（2講演）
11月11日（土）  村田先生　消化器癌について
11月14日（火）  冨岡先生　救急の健康教室
11月16日（木）  村田先生　消化器癌について
11月18日（土）  稲原先生　目の健康教室
11月25日（土）  斉藤先生　心臓の健康教室
11月26日（日）  村田先生　消化器癌について

※開催場所は地域の公民館などになります

１．高度医療　 学問的に、技術的に高い水準の医療を提供します。
そのために必要な施設・設備の整備拡充に努めます。

２．総合医療　 患者様と医療情報を共有し、急性期治療から、早期
リハビリ、在宅医療まで一貫した、患者様のニーズ
に沿った安全で安心できるチーム医療を提供します。

３．地域医療　 地域の医療・福祉施設と密接な連携を図り、いつ
でも誰でも安心して利用できる、救急医療に重点
を置いた地域医療の中核病院を目指します。

基本方針

基本理念

手には技術、頭には知識、患者様には愛を

いのち、痛みに全力
FUKUOKA  WAJIRO  HOSPITAL

いのち、痛みに全力
FUKUOKA  WAJIRO  HOSPITAL

地域医療により大きく貢献！！

福岡和白病院
病院機能評価認定　臨床研修病院
医療法人財団　池友会 〒811-0213

TEL.092-608-0001
福岡市東区和白丘2丁目2-75

E-mail:info@f-wajiro.biz
http://www.f-wajiro.biz
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患
者
の
悩
み
や
不
安
に
こ
た
え
る
、よ
ろ
ず
相
談「
総
合
診
療
部
」

● 

嘉
数　

徹
氏 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー  　

 

Q 　

平
成
十
八
年
一
月
に
新
設
さ
れ
た
「
総
合
診
療
部
」
は
ど
の
よ
う
な
科

で
す
か
。
ま
た
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
部
署
が
新
設
さ
れ
た
の
で
す
か
。

嘉 

数　
「
総
合
診
療
部
」
は
簡
単
に
い
う
と
患
者
さ
ん
の
訴
え
を
聞
く
科
、

悩
み
を
お
聞
き
し
て
相
談
相
手
に
な
る
科
で
す
。「
何
科
を
受
診
し
て
い

い
か
分
か
ら
な
い
」「
検
査
数
値
は
正
常
な
の
に
不
調
」「
原
因
不
明
の
不

安
を
抱
え
て
い
る
」
と
い
う
患
者
さ
ん
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
各
地
の

病
院
や
診
療
科
を
訪
ね
歩
い
た
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
状
況
を

解
消
す
る
た
め
、「
総
合
診
療
部
」
は
悩
み
を
抱
え
て
困
っ
て
い
る
患
者

さ
ん
の
訴
え
を
聞
き
、
場
合
に
よ
っ
て
は
的
確
な
専
門
科
に
紹
介
す
る
た

め
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
い
わ
ば
「
よ
ろ
ず
相
談
窓
口
」
で
す
ね
。

Q　

現
在
の
診
療
体
制
は
。

嘉 

数　

僕
は
部
の
新
設
と
同
時
に
着
任
し
ま
し
た
。
一
〜
三
月
は
一
人
で
担

当
し
ま
し
た
が
、
四
月
か
ら
若
い
野
田
先
生
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
今
は

二
人
体
制
で
診
療
し
て
い
る
の
で
、
患
者
さ
ん
と
接
す
る
時
間
的
な
余
裕

も
生
ま
れ
、
診
療
に
厚
み
や
幅
が
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

Q 　

こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
が
受
診
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
ま
た
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
診
察
や
治
療
が
行
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

嘉 

数　

中
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
老
若
男
女
、
多
様
な
患
者
さ
ん
が
来
ら
れ

ま
す
。
自
律
神
経
失
調
症
や
不
定
愁
訴
、
そ
れ
に
糖
尿
や
高
血
圧
、
高
脂

血
症
な
ど
生
活
習
慣
病
の
方
が
多
い
で
す
。
ま
ず
は
患
者
さ
ん
の
話
を
時

間
の
許
す
限
り
じ
っ
く
り
聞
い
て
、
必
要
な
ら
検
査
し
投
薬
を
処
方
し
ま
す
。

　

 　

実
は
、
僕
は
若
い
こ
ろ
か
ら
人
一
倍
嗅
覚
が
鋭
い
う
え
、
動
物
的
カ
ン

が
働
く
事
が
あ
る
。
例
え
ば
代
謝
性
疾
患
な
ど
、
患
者
さ
ん
が
入
室
さ
れ

た
瞬
間
、
顔
つ
き
や
仕
種
、
体
臭
、
体
調
や
態
度
、
皮
膚
の
状
態
な
ど
か

ら
ピ
ン
!
と
く
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
何
だ
か
胸
騒
ぎ
が
し
て
一
気
に

検
査
を
オ
ー
ダ
ー
し
た
ら
、
難
病
が
潜
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

 　

一
方
、生
活
習
慣
病
な
ど
の
場
合
は
栄
養
科
で
指
導
し
て
も
ら
っ
た
り
、

運
動
を
勧
め
る
な
ど
、
で
き
る
だ
け
薬
に
頼
ら
な
い
治
療
を
心
が
け
て
い

ま
す
。

Q　

栄
養
科
と
連
携
し
、
栄
養
指
導
を
す
る
の
で
す
か
。

嘉 

数　

僕
は
処
方
箋
を
書
く
だ
け
、

あ
と
は
栄
養
科
の
皆
さ
ん
が

し
っ
か
り
指
導
し
て
く
れ
ま
す

（
笑
）。
最
近
は
テ
レ
ビ
や
雑
誌

な
ど
で
食
生
活
や
栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
大
切
さ
を
学
ぶ
機
会
が
増

え
た
か
ら
、
食
生
活
改
善
や
積

極
的
な
運
動
な
ど
、
患
者
さ
ん

も
真
面
目
に
聞
い
て
く
れ
ま
す
。

素
直
に
取
り
組
む
人
ほ
ど
そ
の

効
果
も
現
れ
る
。
真
面
目
な
の

は
中
高
年
で
、
女
性
よ
り
男
性

が
熱
心
か
な
。
女
性
は
ホ
ル
モ

ン
バ
ラ
ン
ス
が
微
妙
な
の
で
、

平
成
十
八
年
一
月
に
新
設
さ
れ
た
「
総
合
診
療
部
」。
何
と
な
く
具
合
が
悪
い
、
何
科
を
受
診
す
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
…
と
い
っ
た

人
を
主
な
対
象
と
す
る
診
療
部
で
す
が
、そ
の
部
長
を
務
め
る
の
が
嘉
数(

か
か
ず)

徹
先
生
で
す
。
一
度
会
っ
た
ら
忘
れ
ら
れ
な
い（
？
）

個
性
的
な
風
貌
で
す
が
、
気
さ
く
な
人
柄
は
総
合
診
療
部
に
適
任
。
部
の
新
設
か
ら
８
カ
月
を
経
た
今
、
現
況
や
医
療
に
対
す
る
思
い
な

ど
を
聞
き
ま
し
た
。

　

男
性
ほ
ど
顕
著
に
効
果
が
現
れ
な
い
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
不
利
か
な
あ
。
も

　

ち
ろ
ん
必
要
な
ら
き
ち
ん
と
薬
も
処
方
し
ま
す
。

　

 　

栄
養
指
導
は
難
し
い
で
す
よ
。
一
人
ひ
と
り
生
活
が
違
う
し
体
質
も
違

う
。
で
も
、
で
き
る
だ
け
軽
度
の
う
ち
に
食
事
や
運
動
な
ど
生
活
習
慣
改

善
を
始
め
て
、
重
症
に
な
ら
な
い
よ
う
予
防
す
る
こ
と
が
大
切
。
病
気
は

で
き
る
だ
け
薬
に
頼
ら
ず
、
自
分
で
治
す
も
の
だ
と
思
う
か
ら
。

Q　

と
こ
ろ
で
「
嘉
数
」
と
い
う
姓
は
珍
し
い
で
す
ね
。

嘉 

数　

僕
は
埼
玉
県
生
ま
れ
で
す
が
、
四
歳
か
ら
高
校
三
年
ま
で
父
母
の
故

郷
の
沖
縄
で
育
ち
ま
し
た
。
沖
縄
が
日
本
に
復
帰
す
る
前
の
時
代
で
、
親

父
は
沖
縄
で
開
業
医
を
し
て
い
た
ん
で
す
よ
。
高
卒
後
、
何
と
な
く
福
岡

の
予
備
校
に
入
学
し
て
、
福
岡
大
学
医
学
部
に
進
学
し
ま
し
た
。
専
門
は

肝
臓
外
科
で
す
。

Q　

ど
ん
な
大
学
時
代
を
過
ご
し
た
の
で
す
か
。

嘉 

数　

友
達
と
バ
ン
ド
を
組
ん
で
学
園
祭
な
ど
で
演
奏
し
た
り
…
。
実
は
二

年
間
、
天
神
の
ス
ナ
ッ
ク
で
働
い
た
経
験
が
あ
る
ん
で
す
。
店
の
掃
除

や
料
理
に
始
ま
り
、
接
客
だ
け
で
な
く
最
後
は
ホ
ス
テ
ス
の
管
理
ま
で
任

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
当
然
、
大
学
は
留
年
し
た（
笑
）。
で
も
ス
ナ
ッ

ク
の
マ
ス
タ
ー
の
仕
事
を
通
じ
て
、
相
手
の
話
を
聞
く
大
切
さ
を
学
ん
だ

し
、
そ
れ
が
今
の
「
よ
ろ
ず
相
談
」
の
外
来
診
療
に
活
き
て
い
る
の
か
も

…
。

Q 　

卒
業
後
、
和
白
病
院
に
着
任
さ
れ
る
ま
で
、
ど
ち
ら
で
勤
務
さ
れ
た
の

で
す
か
。

嘉 

数　

卒
業
後
は
県
内
の
病
院
や
福
大
医
局
、
信
州
大
学
、
東
京
大
学
な
ど

に
在
籍
。
千
葉
の
徳
洲
会
病
院
を
経
て
和
白
病
院
に
着
任
、
六
年
ぶ
り
に

福
岡
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
タ
イ
プ
だ
か
ら
、
若
い
福
大
の
医
局

時
代
、
大
阪
の
労
働
者
街
に
あ
る
病
院
に
派
遣
さ
れ
た
こ
と
も
。
東
大
時

代
は
家
に
帰
る
時
間
も
な
く
、
医
局
の
ソ
フ
ァ
で
眠
る
日
々
で
ね
、
き
つ

か
っ
た
な
。

　

 　

そ
の
後
、
千
葉
の
徳
洲
会
病
院
に
入
り
副
院
長
、
院
長
を
務
め
ま
し
た
。

院
長
と
い
っ
て
も
実
際
は
、
喜
界
島
や
奄
美
大
島
、
徳
之
島
、
沖
永
良
部

島
な
ど
へ
数
日
か
ら
一
週
間
単
位
で
離
島
診
療
に
飛
び
回
っ
て
い
た
。
飛

行
機
を
乗
り
継
い
で
島
に
到
着
し
た
ら
、
休
む
暇
な
く
外
来
、
時
に
は
緊

急
手
術
と
い
う
こ
と
も
。
四
年
間
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
だ
っ
た
け
ど
、

僕
自
身
が
島
の
出
身
だ
し
南
の
島
が
好
き
。
島
の
診
療
で
は
学
ぶ
点
が
多

く
、
年
齢
に
関
係
な
く
周
り
は
み
な
僕
に
と
っ
て
先
生
だ
っ
た
。
辺
地
医

療
で
は
外
来
、
病
棟
、
検
査
、
手
術
、
救
急
な
ど
全
て
や
る
し
全
科
当
直

が
当
た
り
前
、
医
療
設
備
が
整
っ
た
所
ば
か
り
で
は
な
い
。
若
い
医
者
こ

そ
離
島
な
ど
で
豊
富
な
経
験
を
積
む
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

 　

ま
た
院
長
時
代
は
院
内
の
ト
イ
レ
掃
除
隊
に
も
参
加
す
る
な
ど
、
現
場

と
一
緒
に
な
っ
て
働
い
た
。
職
員
を
管
理
し
よ
う
と
す
る
の
は
間
違
い
な

ん
だ
、
と
気
づ
か
さ
れ
た
ん
で
す
。

Q　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
時
間
は
ど
う
過
ご
し
て
い
ま
す
か
。

嘉 

数　

実
は
か
つ
て
僕
自
身
が
高
脂
血
症
、
糖
尿
病
だ
っ
た（
苦
笑
）。
で
も

患
者
さ
ん
に
生
活
習
慣
病
予
防
を
勧
め
る
の
に
自
分
が
そ
れ
で
は
ダ
メ

だ
と
思
っ
て
、
本
格
的
に
ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
始
め
ま
し
た
。
身

体
が
資
本
だ
し
、
自
ら
生
活
習
慣
病
克
服
の
モ
デ
ル
に
な
ろ
う
と
思
っ

て
。

　

 　

今
は
ボ
デ
ィ
ビ
ル
ク
ラ
ブ
に
週
三
回
ほ
ど
通
い
、
約
九
十
分
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
し
て
い
ま
す
。
ボ
ー
ト
部
に
所
属
し
て
い
た
大
学
時
代
よ
り
筋
力

が
ア
ッ
プ
し
、
ベ
ン
チ
プ
レ
ス
で
百
二
十
キ
ロ
を
三
回
く
ら
い
上
げ
ら
れ

る
。
体
重
も
約
四
カ
月
で
九
十
三
キ
ロ
が
八
十
六
キ
ロ
ま
で
減
量
、
目
標

は
七
十
九
キ
ロ
で
す
。
五
〇
代
で
も
真
面
目
に
や
れ
ば
こ
ん
な
に
効
果
が

現
れ
る
し
、
高
齢
に
な
っ
て
も
筋
力
ア
ッ
プ
は
可
能
。
足
腰
を
鍛
え
れ
ば

転
倒
予
防
に
な
る
し
免
疫
力
も
向
上
、
筋
ト
レ
は
脳
ト
レ
に
も
な
る
。
高

齢
社
会
に
な
る
ほ
ど
、
自
分
で
健
康
を
つ
か
む
力
、
幸
せ
を
つ
か
む
力
を

つ
け
て
欲
し
い
で
す
。

Q 　

最
後
に
、
健
康
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
ご
自
身
の
考
え
を
お
話
し
く
だ

さ
い
。

嘉 

数　

僕
は
「
心
身
の
健
康
は
、
利
己
的
で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
」
と
思
い

ま
す
。
い
く
ら
筋
ト
レ
で
鍛
え
て
も
、
そ
の
身
体
の
使
い
途
が
大
切
。
自

分
が
健
康
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
他

人
の
役
に
た
つ
こ
と
が
大
事
だ

と
思
う
。
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
生

き
る
の
が
人
間
な
の
だ
か
ら
、

周
囲
を
気
遣
う
精
神
が
な
い

と
。

　

 　

ま
た
運
動
や
食
事
栄
養
な
ど

予
防
医
学
、
予
防
治
療
の
徹
底

も
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
大
切
に

な
る
。
身
体
が
壊
れ
る
前
に
支

援
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

 　

将
来
、
好
き
な
音
楽
を
活
か

し
て
人
の
心
を
癒
す
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
に
な
り
た
い
ね
。

収
録
日　

二
〇
〇
六
年
十
月
二
日

取
材
ラ
イ
タ
ー　

石
田　

真
奈
美

1953年、埼玉県生まれ、沖縄県育ち。福岡大学医学部卒業。専
門は肝臓外科、一般外科。今は一般内科も診療。福岡大学医学部
医局、同大学院、信州大学病院、東京大学病院、千葉徳洲会病院
などを経て、2006年 1月、福岡和白病院「総合診療部」新設と
同時に着任。千葉徳洲会病院時代は 4年間、九州沖縄の離島診
療に尽力。趣味はウエイトトレーニング、ドラム・パーカッショ
ン演奏。ドラムの練習は困難なので、ウクレレに転向を検討中。
またウエイトトレーニングではベンチプレスで 120 キロをクリ
ア。将来は「癒し」系の音楽活動をするのが夢。

福岡和白病院総合診療部 部長インタビュー

医
療
法
人
財
団　

池
友
会　

福
岡
和
白
病
院　
総
合
診
療
部 

部
長　

嘉 

数 　

徹

医療法人財団　池友会　福岡和白病院 
総合診療部 部長  嘉  数  　徹
 　　　　　　　　  ( かかず　とおる )

Profi le

「よろず相談」の総合診療部。老若男女さまざまな患者さん
に対し、親しみやすい笑顔で対応する嘉数先生

オーストラリア旅行では、カンガルーのほかコアラとも記念撮影

日々のウエイトトレーニングの成果、鍛え上げた上腕部を披露。
学生時代より今のほうがパワーアップしている
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南米や東南アジアなど
海外で起きた大災害に、

緊急援助医療チームとして活動

　

今
年
五
月
二
十
七
日
に
発
生
し
た
ジ
ャ
ワ
島
中
部
地
震
。
死
者

約
五
千
八
百
人
と
い
わ
れ
る
大
災
害
で
し
た
が
、
そ
の
際
、
国
際

協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
国
際
緊
急
援
助
隊
医
療
チ
ー
ム
の
副

団
長
と
し
て
現
地
医
療
活
動
に
従
事
し
た
の
が
冨
岡
譲
二
医
師
で

す
。
テ
レ
ビ
で
取
材
に
答
え
る
冨
岡
先
生
の
姿
を
見
た
人
も
多
い

で
し
ょ
う
。

　

チ
ー
ム
は
医
師
四
人
を

含
む
計
二
十
四
人
で
、
早

く
も
翌
二
十
八
日
に
現
地

入
り
。
被
害
が
最
も
大
き

か
っ
た
バ
ン
ト
ゥ
ル
に
臨

時
の
診
療
所
を
設
置
、
貴

重
な
小
型
の
X
線
機
器
な

ど
を
搬
入
し
て
検
査
し
た

り
、
時
に
は
遠
方
へ
の
巡

回
診
療
も
実
施
。
三
十
日

か
ら
六
月
八
日
の
間
に
約

千
二
百
人
を
診
察
、
十
日

に
帰
国
し
ま
し
た
。

　

バ
ン
ト
ゥ
ル
は
気
温

　近年、地震や津波など大災害に見舞われた諸外国へ、日本から
もさまざまな支援チームが派遣されています。第一陣として、被
災直後の地域に赴くのが医療チームですが、その先駆けとして、
九〇年代後半から毎年のように海外で緊急の医療支援活動に尽力
してきたのが救急センター長の冨岡譲二医師。今回は、活動の原
点や現地での支援状況などについて冨岡医師に聞きました。

1961 年宮崎県出身。86年佐賀医科大学卒業後、日本医科大学
救命救急医学教室入局、同救命救急センター研修医。88年東京
警察病院脳外科、89年日本医科大学多摩永山病院救命救急セン
ター、92年セント・ビンセント・ホスピタル (オーストラリア )
集中治療室留学。97年初めてJICA国際緊急援助隊としてマレー
シア森林火災に派遣。以後、98 ～ 99 年ボリビア、2000 年帰
国し国立国際医療センター救急部に勤務。その後も 01年エルサ
ルバドル、02年ベネズエラ、03年アルジェリア、スマトラ島、
04年スマトラ島、05年パキスタン、06年ジャワ島などメンバー
として派遣。05年から和白病院勤務。
日本救急医学会指導医・専門医・評議員、日本中毒学会評議員、
JATEC(TM) インストラクター、AHLSプロバイダー・インス
トラクター、MIMMSプロバイダー。

福岡和白病院冨岡医師 ～ 海外医療活動

医療法人財団　池友会

福岡和白病院
救急センター長

冨 岡 譲 二 医師

医療法人財団　池友会  　福岡和白病院 
救急センター長　冨 岡 譲 二
 　　　　　　　   ( とみおか じょうじ )

三
十
二
〜
三
十
三
度
、

湿
度
約
七
〇
%
と
い
う

厳
し
い
環
境
で
し
た
が
、

活
動
終
了
で
診
療
所
を

閉
じ
る
際
「
二
時
間
か

け
て
お
礼
に
来
て
く
れ

た
患
者
さ
ん
も
い
た
。

僕
ら
に
と
っ
て
は
最
高

の
喜
び
」
と
冨
岡
先
生

は
ふ
り
返
り
ま
す
。

■ 

少
年
時
代
の
震
災
体
験
が
原
点
に

　

海
外
で
の
緊
急
医
療
援
助
に
赴
く
冨
岡
先
生
。
そ
の
原
点
は
、

自
ら
の
少
年
時
代
の
体
験
に
あ
り
ま
し
た
。「
宮
崎
県
え
び
の
出
身

で
す
が
、
小
学
校
入
学
前
、
地
震
で
自
宅
が
被
災
。
約
二
カ
月
間
、

車
や
テ
ン
ト
で
避
難
生
活
を
送
り
ま
し
た
」。
自
衛
隊
が
被
災
地
入

り
し
た
時
は
「
夢
中
で
駆
け
寄
っ
て
行
っ
た
し
、
義
援
金
で
買
っ

た
筆
箱
は
高
校
ま
で
使
っ
た
」
と
か
。

　

佐
賀
医
科
大
学
卒
業
後
、
地
域
医
療
を
志
す
な
か
で
救
急
医
療

を
修
得
。
日
本
医
科
大
学
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
経
て
、

初
の
海
外
医
療
活
動
が
九
七
年
に
起
き
た
マ
レ
ー
シ
ア
森
林
火
災

へ
の
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
国
際
緊
急
援
助
隊
で
し
た
。

　

以
後
、
九
八
年
か
ら
ボ
リ
ビ
ア
へ
二
年
間
、
二
〇
〇
一
年
エ
ル

サ
ル
バ
ド
ル
地
震
災
害
、
〇
二
年
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、
〇
三
年
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
地
震
、
〇
四
年
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
津
波
災
害
、
〇
五
年
パ
キ

ス
タ
ン
地
震
、
〇
六
年
ジ
ャ
ワ
島
地
震
…
と
毎
年
ど
こ
か
に
飛
び

回
っ
て
い
ま
す
。
災
害
時
の
医
療
救
援
活
動
が
主
で
す
が
、
中
に

は
救
急
救
命
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
各
国
の
衛
生
環
境
視
察
、
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
赴
く
こ
と
も
。

　
「
ボ
リ
ビ
ア
へ
は
ス
ペ
イ
ン
語
研
修
も
そ
こ
そ
こ
に
派
遣
さ
れ
、

最
初
は
全
く
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
で
は
到
着
翌
日

に
全
国
ス
ト
か
ら
ク
ー
デ
タ
ー
が
発
生
、
危
険
な
思
い
も
し
た
」

と
か
。「
刺
激
的
で
楽
し
い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
が
、
心
身
と
も

に
タ
フ
で
な
け
れ
ば
続
か
な
い
仕
事
で
す
。

■ 

今
や
先
端
を
行
く
日
本
の
医
療
支
援
活
動

　

日
本
初
の
海
外
援
助
隊
派
遣
は
七
九
年
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
内
戦
に

よ
る
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
し
た
。以
後
、支
援
内
容
も
災
害
援
助
か
ら
、

第
一
に
緊
急
医
療
支
援
チ
ー
ム
を
派
遣
す
る
な
ど
内
容
も
充
実
さ

せ
て
き
ま
し
た
。

　
「
当
初
、
諸
外
国
の
後
を
追
う
よ
う
に
海
外
支
援
を
始
め
た
日
本

で
す
が
、
今
で
は
世
界
の
先
端
を
行
く
と
思
い
ま
す
。
ジ
ャ
ワ
島

の
時
も
、
最
も
早
く
現
地
入
り
し
た
し
装
備
も
充
実
。
基
本
的
に

援
助
隊
は
、
現
地
政
府
か
ら
正
式
要
請
が
な
い
と
現
地
入
り
で
き

ま
せ
ん
が
、そ
れ
を
待
っ
て
い
て
は
遅
い
。
だ
か
ら
先
遣
隊
が
ま
っ

先
に
現
地
入
り
し
被
害
を
調
査
。
そ
の
情
報
を
得
て
、
僕
達
が
続

い
て
現
地
入
り
す
る
の
で
す
」。

　

援
助
活
動
は
多
様
で
、

大
き
く
物
・
人
・
資
金
の

三
つ
の
援
助
が
あ
り
、
中

で
も
人
的
援
助
に
は
◎
警

察
や
消
防
な
ど
の
救
助
、

◎
医
療
、
◎
土
木
建
築

等
と
い
う
分
野
が
あ
り
ま

す
。

　

冨
岡
先
生
は
「
日
本
の

支
援
活
動
シ
ス
テ
ム
は
合

理
的
、
効
率
的
で
非
常
に

レ
ベ
ル
が
高
い
。
今
後
は

さ
ら
に
、
医
療
チ
ー
ム
と

土
木
建
築
な
ど
の
復
興

チ
ー
ム
の
連
携
が
大
切
で
す
。
ま
た
災
害
発
生
直
後
の
緊
急
支
援

活
動
、
そ
し
て
土
木
建
築
な
ど
の
後
の
復
興
支
援
に
加
え
、
基
本

的
な
防
災
教
育
、
防
災
対
策
な
ど
、
単
発
的
で
な
く
途
切
れ
な
い

„
シ
ー
ム
レ
ス
な
援
助
“
こ
そ
が
重
要
」
と
言
い
ま
す
。

　

ま
た
日
本
と
諸
外
国
の
支
援
を
比
較
し
「
例
え
ば
軍
隊
を
派
遣

す
る
先
進
国
も
あ
り
ま
す
が
、
日
本
か
ら
は
僕
ら
の
よ
う
な
市
民

が
現
地
に
入
る
。
現
地
の
診
療
所
も
、
日
本
チ
ー
ム
は
巨
大
な
仮

設
テ
ン
ト
で
す
が
、
中
に
は
エ
ア
コ
ン
付
き
の
快
適
な
プ
レ
ハ
ブ

を
建
て
る
国
も
あ
る
」
と
。
現
地
の
人
々
に
と
っ
て
親
し
み
を
覚

え
る
の
は
ど
ち
ら
か
、
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。「
日
本
は
、
軍

隊
で
は
な
い
と
こ
ろ
が
現
地
で
評
価
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」。

■ 

緊
急
医
療
も
地
域
医
療
も
ル
ー
ツ
は
同
じ

　

緊
急
医
療
支
援
活
動
に
は
課
題
も
あ
り
ま
す
。
前
述
の
シ
ー
ム

レ
ス
な
援
助
の
ほ
か
「
国
内
で
の
後
継
者
、
若
手
の
育
成
や
、
物

資
の
輸
送
も
大
き
な
課
題
」
と
か
。
薬
や
検
査
機
器
を
含
む
医
療

品
に
加
え
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
約
二
週
間
、
現
地
で
生
活
で
き
る

食
料
品
や
生
活
用
品
、
仮
設
テ
ン
ト
ま
で
含
め
る
と
、
輸
送
物
資

は
合
計
十
ト
ン
超
。
そ
れ
を
一
気
に
現
地
に
搬
入
す
る
に
は
ど
う

す
れ
ば
よ
い
の
か
…
。

　

一
方
、
う
れ
し
い
話
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
バ
ン
ダ
ア
チ
ェ
に
入
っ
た
と
き
の
こ
と
。「
現
地
は
特
殊
な
ア

チ
ェ
語
。
日
本
語
を
話
せ
る
人
な
ん
か
い
な
い
だ
ろ
う
と
諦
め
か

け
て
い
た
ら
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
元
留
学
生
が
大
勢
い
て
通
訳
し
て
く

れ
た
」
そ
う
で
す
。
日
本
が
海
外
か
ら
期
待
さ
れ
る
部
分
は
何
か
、

改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
話
で
す
。

　

海
外
活
動
も
な
か
な
か
詳
細
ま
で
は
伝
わ
り
ま
せ
ん
。
冨
岡
先

生
は
「
僕
た
ち
は
日
本
の
代
表
と
し
て
現
地
に
赴
く
わ
け
だ
か
ら
、

現
地
の
人
の
感
謝
の
声
を
伝
え
る
義
務
が
あ
る
」
と
広
報
に
も
積

極
的
で
す
。
最
後
に
「
支
援
活
動
は
医
療
だ
け
で
な
く
事
務
、
輸

送
な
ど
何
で
も
あ
る
。
日
本
で
き
ち
ん
と
仕
事
で
き
る
人
は
海
外

で
も
仕
事
で
き
る
。
そ
れ
に
、
何
よ
り
快
く
送
り
だ
し
て
く
れ
る

病
院
の
仲
間
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」。

　

若
い
頃
に
目
指
し
た
辺
地
の
地
域
医
療
、
救
命
救
急
医
療
、
そ

し
て
海
外
医
療
支
援
。
一
見
異
な
る
分
野
に
み
え
ま
す
が
、
冨
岡

先
生
に
と
っ
て
は
「
非
日
常
で
困
っ
て
い
る
人
を
支
え
る
と
い
う

意
味
で
、
根
本
は
み
な
同
じ
」
な
の
で
す
。

冨岡医師 
海外医療活動

Profi le

被災者の方に歌のプレゼント （2003年アルジェリア）

ジャワ島震災巡回診療

2006年ジャワ島震災診療所

診察風景 （2001年・エルサルバドル） 診察風景 （2006年・ジャワ島）

和白病院のジャケットを着て診療 （2005年・パキスタン） 自衛隊医療チームと共に （2005年・バンダアチェ）
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トピックス ドクターカー運用開始 福岡和白病院福岡和白病院

ドクターカー運用開始

ドクターカー（モビールCCU）のご案内
医療法人財団　池友会

　　福岡和白病院

ハートセンター長

　 斉 藤 太 郎

小
児
科
の
廃
止

　この度残念ながら10月末をもちまして、当

院小児科を廃止せざるを得なくなりました。

昨今の小児科医不足を背景に、大学より医師

の引き上げの申し入れがあり、存続に向けて

検討を重ねて参りましたが、後任医師の確保

がままならず、診療体制が維持できない状況

となりました。

　皆様には大変ご迷惑をおかけ致しますが、

ご理解、ご協力下さいます様何卒よろしくお

願い申し上げます。

当
院
は
敷
地
内
禁
煙

　当院は、健康増進法の施行により、敷地内

禁煙としています。御理解と御協力のほど宜

しくお願い致します。

野
球
部
マ
ッ
シ
ュ
優
勝
!!

 当院の福利厚生野球部マッシュが第 50回読

売旗争奪・福岡市早朝野球大会で、見事優勝

を果たしました。10月末には九州・山口大会

へ出場します。再び、良い報告ができればと

思います。

ス
マ
イ
ル
委
員
会
主
催

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

　９月30日にスマイル委員会主催でドッジ

ボール大会を行いました。皆で一汗かいて、

チームワークが深まったように思います。

院
内
研
究
発
表
会

　９月 21日・22日の２日間、院内研究発表会を行な
いました。業務の間に、より良い医療が提供できるよ
うに研究を行なった成果を発表しました。

福
岡
和
白
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
学
院
開
校
予
定

　平成19年４月に、福岡和白病院の横に「福

岡和白リハビリテーション学院」が開校され

ます。あなたも、リハビリテーションのスペ

シャリストを目指してみませんか。

お問い合わせ　
福岡和白リハビリテーション学院
開設準備室　☎092-608-8600

　福岡和白病院ハートセンターにおきましては新病院移

転に伴い診療内容の充実に日々努めてきたところであり

ます。少しずつではありますがレベルの向上を実現でき

つつあると考えております。

　かねてより私たちは地域医療の中核機能を担える病院

を目指してきましたが、そのためには私どもの診療の質

の向上とともに病診連携の一環として循環器領域におけ

る救急対応を確立する必要があります。

　このたび福岡和白病院ハートセンターでは急性心筋

梗塞、不安定狭心症、急性大動脈解離など血行動態が不

安定であり緊急の治療を要する疾患に対応するべくドク

ターカーを導入いたしました。

　福岡和白病院ドクターカーは、地域の先生方の要請に

より福岡和白病院ハートセンターの医師、看護師が乗車

し出動します。そして、出動先で必要に応じて呼吸管理・

ペースメーカー・ＩＡＢＰ・ＰＣＰＳなどの補助循環装

置を作動させながら搬送します。シームレスに緊急カテー

テル検査や緊急手術につなげることが可能になるものと

期待されます。

病院と病院（診療所）の間をつなぐ際、

緊急処置の必要な患者様の為に

福岡和白病院 Doctor Car が
医師、看護師等の医療スタッフを乗せ、

24 時間体制 で走ります。

※心臓疾患の患者様を中心とした運用を
　おこないます。


